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東蟹屋町西部町内会隅田正司さん

尾長地区連合町内会の今後の取り組み

新型コロナウィルス感染が減少傾向にあることか 

ら、コロナもインフルエンザと同様の扱いになるな 

ど、状況の変化のある中、去る5月31日(水)昨 

年に続いて社会福祉協議会•連合町内会合同の総会 

を開催いたしました。

今年度は、私たちに非常に関心のある、「地域コ 

ミユニティ活性化ビジョン」を昨年の松井広島市長 

の概略説明に続き、コミュニティ再生課より地域の 

実情に応じた協力体制について、他町が取り組んで 

いる事例の紹介もしていただくなど、わかりやすく 

説明していただきました。この「地域コミュニティ 

活性化ビジョン」は、社会福祉協議会•連合町内会 

共同で勉強会を行っており、個別に説明を受けるな 

ど前向きに検討しております。

今後、皆さんのご意見をお聞かせいただきなが 

ら、他団体との協力を求めることも視野に入れて進 

めていきたいと思っております。また、尾長地区連 

合町内会の大きな行事として、「エキキタおながフ 

エスタ2023」を4年ぶりに連合町内会が主催し 

て開催するべく、実行委員会を立ち上げて、催し物 

等について町内会•自治会、諸団体のご意見をいた 

だいているところです。

今後関係者の皆様方のご理解、ご協力をお願いい 

たします。

尾長地区連合町内会会長原田幹太

学区グラウンドゴルフ大会

4月16日(日)に二葉中学校グラウンドで、尾 

長学区体育協会主催の『学区グラウンドゴルフ大 

会』が実施されました。

町内会加入世帯数4,596世帯

令和5年度 新年度に向けて

5月31日東区地域福祉センターにて尾長地区 

社会福祉協議会•連合町内会の総会を開催いたしま 

した。コロナ禍から4年目、少しずつ地域活動が 

戻りつつありますが、まだまだ縮小しながら進めて 

います。

昨年1〇月の「高齢者S 
ぐ れあいまつり」は、従来の

半分の内容でしたが［00名 

を超える参加者が集まって 

くださいました。また3月 

の「高齢者見守り研修会」 
「市岡東区長の祝辞1では、コロナ前とほぼ同じ 

位の110名の方が参加してくださいました。今年 

度も「活力あるまちづくり」「安心安全なまちづく 

り」「支え合いのまちづくり」を大切にし、高齢者 

を中心に見守り活動、ボランティアバンクなど進め 

ていきます。地域活動を大切に町内会単位で見守り 

活動を進め、誰でも「ちょっと助けて」と声を出 

せ、みんなで見守り合う事ができる地域になるよう 

協力し合いましょう。

尾長地区には19ヶ所のサロンがあります。もつ 

と増やせればと考えています。相互の安否確認が出 

来る空間を目指しています。今年度も優しい住みや 

すい町づくりにご協力をお願いします。

尾長地区社会福祉協議会会長石田三枝子

地域で作る福祉の町
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自主防災連絡協議会会長就任を受けて

今年の梅雨入りは、平年より8日早く 5月29
日でした。近年 

は異常気象によ 

る災害が多発傾 

向にあります。 

尾長地区も防災 

マップで土砂災 

害警戒区域を把

その多さに驚かされます。私もこ握する事ができ、

の仕事に携わり「この位なら大丈夫」という安易な

考えを改めました。

「自分の命は自分で守 

る」「鳌戒レベル4発 

令で避難が当たり前と 

受けとめる」幸いにも 

尾長地区では、組織や 

人材が育ってきていま 

す。今年はコロナも第 

5類となり、各町内 

会・自治会で防災訓練等 

が実施されるでしょう。 

そのキーマンとなる防災 

士も多くおられます。

皆さんと一緒に 

なって出来る事 

から取組んでい 

き、防災意識が 

少しでも髙まれ 

ばと思います。

ひとりでは何も

出来ませんが、それぞ 

れの組織や人々が協力 

し合い、ひとつになれ 

ば岩をも砕く力が生ま 

れまず。更なるご支 

援、ご協力を賜ります 

よう宜しくお願い申し 

上げます。

«写真は、6/1〇の指定緊急避難所設営に伴う初動対血訓練より» 

尾長地区自主防災連絡協議会 会長 大賀俊男

尾長天満宮 鎮守の杜 整備

5月28日、今年も尾長 

天満宮の鎮守の杜の整備が 

行われました。屋外活動に 

はもってこいの気持らの良 

い天気のもと、森メイトさ 

んに教えて頂きながら、 

5〇名以上の方々が山に入 

って行きました。

3時間近くの活動が終わると、 

「とにかく木を切ることが楽しく 

て、日頃のストレスが発散できて 

良かった。」「昨年より大きな木 

に挑戦させてもらい、緊張したけ 

どいい経J!黄になった。」「大きな 

木をみんなで力を合わせてロープ

で引つ張って倒したのも初めてのことで楽しかっ

た。」との、感想がありました。

まだ、危険生物の説明を受けた際には、「スズメ

バチは怖がったのに、マムシは近くで見たがる子供 

を見て驚きました。」等、親子で色々な発見があっ

だようでした。

お昼になると、地域の方 

に手伝ってもらって用意さ 

れた、カレーやおにぎりや 

コーヒーにお腹も気分も満

たされました。

尾長天満宮からは、「皆様のご協力のおかげで

年々山に光が入り出しました。地域の憩いの場にな 

れるように、梅の木、あじさいを増やしていきたい 

と思っております。今後ともご協力よろしくお願い 

いたします。」と感謝の言葉がありました。

これからも地域の活動として、続けていきたいで

すね。

山根町西部町内会副会長菊池裕美


